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9月定例会のあらまし

９
月
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
決
算
な
ど
認
定
７
件
、
議
案
8
件
、
諮
問
４
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
案
件
に
つ
い
て
認
定
、
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

各
課
よ
り
、
主
要
な
施
策
及
び
予
算
の
執
行
の
実
績
に
つ
い
て
詳

細
な
報
告
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
調
査

で
は
建
設
が
進
む
「
防
災
拠
点
施
設
」
や
、
来
年
4
月
に
開
園
す

る
「
新
こ
ど
も
園
」
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
国
民
宿

舎
「
紀
州
路
み
な
べ
」
内
に
、
新
た
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
等
を
設
置
す
る
改
修
工
事
や
町
武
道
館
の
屋
上
補
修
工
事
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
は
あ
と
館
」
外
壁
改
修
工
事
な
ど
の
関
連
予

算
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し
て
町
内
の
商
工
者
を
応
援

す
る
た
め
の
「
お
買
い
物
券
配
布
事
業
」、
町
内
の
各
中
学
校
の

体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
工
事
関
連
予
算
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
発
議
と
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

令和 2 年度 決算調査特別委員会

令和２年度 決算を認定！

▲今回の現地調査は、ポイントを絞って行いました。（防災拠点施設・新こども園）

前
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど

８
議
案
を
集
中
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
！
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9月定例会のあらまし

●特別会計 ●水道事業
（企業会計）

●一般会計／　コロナ関連予算で
過去最大規模　１１６億７，１４８万円

R１年度

R２年度

0

5.0億

10.0億

15.0億

20.0億

国民健康保険 介護保険 公共下水道 後期高齢者医療

18.5億 18.3億
16.4億

6.3億 6.6億

3.3億 3.5億

16.1億

0

0.5億

1.0億

1.5億

2.0億

2.5億

3.0億

3.5億

水道事業収益 水道事業費用

営業収益
営業費用

営業外収益
営業外費用

2億9,820万
2億1,019万

1,298万8,540万

歳入 116億7,148万円 107億6,429万円 歳出

0 10億 20億 30億 30億 20億 10億 040億

R１年度

R２年度

地方交付税

町税

県支出金

地方消費税交付金

使用料・手数料

総務費

土木費

農林水産費

衛生費

議会費

災害復旧費

　　　　　　　35.5億

　　　　　　　35.5億

　15.8億

　15.9億

　　　8.4億

　　6.4億

　2.1億

　2.6億

 0.9億

 0.8億

10.7億

26.5億　　　　　　

11.2億

10.3億

8.4億 　　　

7.5億 　　 

5.0億 　 

5.5億  　 

0.7億

0.7億

2.2億  

1.0億

※令和 2年度より簡易水道事業を統合
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令和２年度決算

ここがポイント !

予算に対する事業の執行率は？
予算現額に対する執行率は 87.1％となり、

前年度より5.8ポイントアップ 一般会計における財政収支改善は？
償還額は減少し実質公債費率は、10.6％と

昨年より1.2ポイント改善！
（早期健全化基準の25％を下回る）

町民１人当たりの借金（町債残高）は

84万4千円
町民１人当たりの積立金残高は

46万5千円
前年度より増加した主な事業費！

●総務費　特別定額給付金事業の実施で

173.5％アップ　
●人件費　会計年度任用職員制度の導入で

31.5％アップ　
●消防費　防災行政無線や防災拠点整備事業

の実施

54.3％アップ　
●商工費　コロナ対策の事業継続支援事業や

お買い物券発行事業などで

281.7％アップ　
●教育費　GIGAスクール事業の実施で

30.9％アップ　

一般会計における不用額は？
予算の5.7％となり、前年度の5.4％より

0.3ポイントアップ　

町税での所得税の伸びは？
町税に占める所得割の比率が7.4％増し、

前年度より2ポイントアップ　
農業所得等が増加した事が主な要因。

前年度より減少した主な事業費！
●公債費　合併特例債の償還額が減少し

6.7％ダウン　
●農林水産費　中山間直接支払事業や水産関

連の工事終了などで

10.4％ダウン　
●災害復旧費　台風上陸が無かったことより

52.1％ダウン　
●土木費　主要路線の工事等が終了したため

8.7％ダウン　
各特別会計は黒字　水道事業は会計統合により純損失が発生

宿舎関連はコロナで営業利益が激減
国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、集落排水、公共下水道の各会計は黒字、水道事業は
簡易水道事業の会計統合により純損失が発生。国民宿舎はコロナ影響で営業利益は大幅減少。

9月定例会のあらまし
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「決算審査特別委員会 審査報告」
令和２年度 決算での指摘事項!
令和２年度一般会計と各特別会計の決算について、議長と監査委員１名を除く全議員で構成す
る「決算審査特別委員会」を設置し、出口晴夫委員長、宮﨑繁幸副委員長のもと、現地調査を含
めた 3日間にわたって審査しました。
歳入については町税や使用料金などの収納状況を、歳出については、各課施策に対する妥当性（目
的、投入金額、成果）について各課、部門に各方面から質疑をし、審査を行いました。
最終日には、各議員により意見集約で審査報告書を取りまとめ、全会一致で認定しました。
しかし、今後の適正執行に向けて下記の通り各課への指摘（抜粋）を行い、また備品購入に当

たっての、十分な機能の精査、適正金額での購入　需用費で電気料の占める割合が高く、今後、
新電力会社と契約検討を要請しました。

総 務 課 所 管
「デジタル防災行政無線整備事業」については、受信困
難家庭の解消をさらに進めるとともに、受信内容の聞き忘
れを防止できる効果が高い「メール受信サービス」への登
録者が、現在で９２７名と少ない状況です。聴覚障がい者
等への思いやりのあるサービスでもあるので、更なる積極
的なＰＲで登録者を増やす取り組みをお願いします。

税 務 課 所 管
町税の収入未済額については、コロナ感染症による経
済的な事情により特例的に納税猶予を受けるケースが増
えたことから、前年より１, ９７５万円増加しています。
引き続き収納率向上の努力をお願いします。特に、最近
では新型コロナ感染症対策の一環として、スマホ決済な
ど多様な収納手段の普及が加速しています。更に、ＰＲ
に努めて頂きたいと思います。

住民福祉課所管
マイナンバーカードですが、8月末時点で３，６８２件
と、その取得率は２９．９％にとどまっています。国の
３７．６％、県の３３％に比べて遅れている状況です。国
の今後の魅力ある政策に期待する部分が大きいですが、
更なるＰＲで申請拡大に努めて下さい。

う め 課 所 管
「世界農業遺産」については、住民提案型の地域活動
支援事業５事業が採択され、実施されています。しかし、
その内容を知らない町民も多く、今後ホームページ等で
の積極的な情報発信をお願いします。
また、東海大学の協力による梅の機能性研究事業では、
梅の抗ウイルス作用の検証を経て進められています。令
和３年度はコロナウイルスを用いて、その抗力の有無を
評価する研究です。時代の要請に合致した研究で、複数
年にわたる研究でもあるので、その途中で町民等への積
極的な成果報告をお願いします。

健康長寿課所管
生活習慣病予防健診の積極的な推進等や、受診者が受
診しやすい体制の構築、健診への関心を高める取組を進
めており、実施率向上の実績等もあることから一定の成
果があったと思われます。しかし、毎年受診されていな
い方の固定化が依然として見られる事から、更に未受診
者の解消に向けた努力をお願いします。

教育学習課所管
コロナ感染症の影響により実施できなかった、各小中
学校のトイレの洋式化への改修について、補助事業とし
て新たに計画を策定して、早期の施行に向けて努力をお
願いします。

建 設 課 所 管
地籍調査事業については、令和２年度で調査進捗率は
４８．３％となっています。税金・水利費等の負担の公
平化を図ることができます。費用対効果を勘案しながら、
さらに計画的な実施をお願いします。

生活環境課所管
水道事業会計においては、簡易水道事業を統合したこ
とにより、給水戸数、給水人口も増加し、総収益は大幅
な増額となりました。その一方で統合による大幅な減価
償却費の計上で、最終的に純損失が発生し、利益積立金
で補てんせざるを得ない状況となっています。
今後も、安定的な給水体制を維持するために、修繕な
ど費用の拡大も予想されます。利益優先的な運営に偏る
ことなく、安全性やサービスの質が低下しないように、
水道料金の見直しを含め、今後も安全性の高い水道事業
の推進を行って頂きたいと思います。

産 業 課 所 管
商工費については、コロナ禍で影響を受けた事業者を
支援するために、国や県の補助金を活用してプレミアム
商品券助成や、お買い物券配布事業、また新たにみなべ
町事業継続支援金、みなべ町事業継続緊急応援金などを
実施、前年度に比べて大幅な増額となりました。コロナ
感染症の影響は、今後も予断を許さない状況ですので、
引き続き町内事業者への注視をお願いします。

9月定例会のあらまし
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令和２年度はこんな事に使われました（抜粋）
9月定例会のあらまし

防災対策
・木造住宅耐震改修補助金
	 1,034万円
・防災備品　（ドローン、エアマット等）

	 132万円
・防災拠点整備事業	 5億7,559万円

消防費
・消防車庫整備事業
　　　　　（高城地区）	 371万円
　　　　　（山内地区）	 2,675万円
　　　　　（東本庄地区）	 3,178万円
・消防車（軽）購入費	 949万円
　　　　　　　　　（東岩代・東本庄）

総務関連
・みなべ町長及び議会議員選挙
	 861万円
・交通安全施設整備工事
（カーブミラー・ガードレール設置等）
	 330万円
・コミュニティバス等運行事業

	 1,384万円

土木関連
・土砂災害ハザードマップ作成（10地区）

900万円
・空き家解体処理費補助金	 1,157万円

商工関連
・商工振興助成事業（スタンプラリー、お買
物券配布、プレミアム商品券他）
	 1億5,557万円
・国民宿舎改修事業
　（電気設備、厨房空調設備）
	 1,334万円
・観光振興事業	 462万円

農業関連　
・ナデオ農道整備事業	 6,471万円

・有害鳥獣捕獲事業	 1,806万円

うめ振興

・世界農業遺産推進事業	 465万円

教育関連
・GIGAスクール構想（小中学校）
　端末用ネットワーク整備	
	 5,258万円

・PC教室設備（リース）	 2,739万円

保健関連

・特定健診・特定保健指導	 1,791万円
・新型コロナウイルス対策関連費
（備品購入費・システム改修・消耗品費等）
	 517万円
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項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計
3億

2,192万円

庁舎土地借上料

武道館屋上補修

はあと館外部改修工事

愛之園保育園運営委託料

国民宿舎改修設計委託・工事請負費

お買い物券配布事業　

町道名の内線改良工事物件補償費

森林体験指導委託料　

南部中学校体育館空調工事

上南部中学校体育館空調工事

高城中学校体育館空調工事

上部中学校体育館外装改修工事

千里ヶ丘球場スコアボード修繕料

災害復旧工事請負費

△106万円

517万円

3,640万円

331万円

1,657万円

6,250万円

1,210万円

38万円

5,490万円

3,950万円

3,860万円

3,091万円

120万円

1,500万円

91億

9,082万円

令和３年度一般会計

お買い物券配布事業　6,250万円
新型コロナウイルスの影響により落ち込んだ消費

の回復を図るために、町民全員に5,000円の商品券
を配布します。（額面1,000円の商品券を5枚）10月
初旬から発送しました。
昨年７月に町民全員に１万円の商品券を配布して

おり、今回は2回目の配布になります。

国民宿舎改修設計委託・工事請負費　1,657万円
地下１階にあるゲームコーナーを会議ができるミ

ーティングルームや、誰でも利用できるコワーキン
グスペース、サテライトオフィスとしても利用でき
る部屋に改修する工事。働きやすい環境を整え、関
係人口を増やしていくことが目的です。

武道館屋上補修　　５１７万円
建設後、約４０年が経過しており、今回は雨漏り

の修理対応です。
はあと館外部改修工事　３,６４０万円

建設後３６年が経過し、今回は屋根の部分に加え
て外壁面の補修を行います。

全中学校体育館空調設備工事　1億3,300万円
懸案となっていた中学校体育館の空調設備がい

よいよ整備されます。これにより安全で快適な授業、
クラブ活動ができるようになります。
また、避難所として活用される場合に熱中症対策
になります。

●注目予算のピックアップ

●主な議案

補 正 予 算 主な内容

当組合は、県内統一基準による債権回収を行うことで、公正・適正かつ効率的に債権の管理・回収事務
を共同処理する目的で、平成２１年度に３市５町で設立されました。当初、運営年数を概ね１０年を予定
していましたが、５年間延長され、更に５年間（令和１０年まで）の延長が決定されました。
今後、組合全体として不良な滞納債権の回収が中心となり、回収額が減少し基金が少なくなることから、

町の組合への負担金の増額が見込まれる状況です。それらの費用対効果、債権償還による事務処理の増加
分を勘案しても、令和５年度での脱退がベストと判断しました。脱退日は令和６年３月３１日です。

「和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合からの脱退」

9月定例会のあらまし
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9月定例会のあらまし

A
冷
房
は
７
月
か
ら
９
月
、

暖
房
が
12
月
か
ら
３
月
と
い
う

形
で
使
用
し
た
場
合
、
南
部
中

学
校
は
海
に
近
い
た
め
、
塩
害

を
考
慮
し
電
気
設
備
で
対
応
し

て
年
間
１
５
０
万
円
、
ガ
ス
設

備
に
よ
る
高
城
・
上
南
部
中
学

校
で
各
50
万
円
、
使
用
頻
度
に

よ
り
上
下
し
ま
す
が
、
設
計
段

階
に
お
い
て
の
試
算
額
で
す
。

Q
社
会
体
育
で
の
使
用
に
つ

い
て
の
要
件
は
。

A
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
の

で
、検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

産
業
課

商
工
総
務
費

　

国
民
宿
舎
改
修
工
事

（
１
，
６
５
７
万
円
）

Q
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設

置
工
事
に
関
し
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
に
接
し
て
既
存
の

カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
が
あ
る
こ
と

が
、
気
に
な
る
の
だ
が
、
運
用

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

A
改
修
に
あ
た
り
、
防
音
対

策
に
努
め
、
運
営
に
お
い
て
、

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
指

定
管
理
者
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

Q
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交

付
金
を
活
用
し
て
宿
舎
を
改
修

し
て
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の

流
れ
を
創
出
し
、
既
存
施
設
の

利
用
促
進
、
企
業
の
進
出
支
援

に
つ
な
げ
る
と
い
う
事
業
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
交
通
網
の
整
備
が
進
む
な

か
、
県
の
企
業
立
地
課
と
も
連

携
を
し
て
、
首
都
圏
・
関
西
圏

の
企
業
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

を
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
事
業

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
目
標
値
）
に
出
て

い
る
形
が
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

Q
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
の
事

業
規
模
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A
備
品
購
入
費
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
印
刷
費
も
含
め
て
、
総

事
業
費
は
１
，
９
４
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
利

用
料
の
軽
減
等
は
考
え
て
い
る

の
か
。

A
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

等
の
利
用
に
関
し
て
は
、
利
用

料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
宿
泊
者
・
町

内
の
方
の
優
遇
措
置
等
、
で
き

る
だ
け
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
企
業
誘
致
に
対
す
る
考
え

は
。A

町
内
の
企
業
と
連
携
し

て
、
新
た
な
事
業
を
構
築
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
業
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

総
務
課

財
産
管
理
費

　

武
道
館
屋
上
補
修
工
事

（
５
１
７
万
円
）

Q
施
設
の
耐
震
は
。

　
　

公
共
施
設
の
耐
震
調
査
の

結
果
で
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

Q
商
工
会
の
経
費
負
担
は
。

　
　

商
工
会
事
務
所
は
別
登
記

さ
れ
て
お
り
、
建
物
自
体
は
本

町
の
施
設
と
の
認
識
で
、
屋
上

補
修
に
つ
い
て
は
町
で
施
工
す

る
と
い
う
考
え
で
予
算
化
し
て

い
ま
す
。

AA

上南部中学校体育館

武道館

 

教
育
学
習
課

全
中
学
校
体
育
館
空
調
整
備

（
１
億
３
，
３
０
０
万
円
）

Q
工
事
期
間
中
に
お
い
て
、

授
業
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

A
工
事
中
の
全
面
的
な
使
用

禁
止
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
進

捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
学
校
・

事
業
者
双
方
と
協
議
の
上
で
、

安
全
確
保
に
努
め
て
進
め
て
い

き
た
い
。

Q
空
調
設
備
に
お
け
る
風
の

流
れ
が
気
に
な
る
の
だ
が
、
屋

内
で
行
う
卓
球
競
技
等
に
は
支

障
が
な
い
の
か
。

A
両
サ
イ
ド
の
壁
に
設
置
す

る
タ
イ
プ
な
の
で
、
問
題
な
い

と
思
う
の
で
す
が
、
使
用
を
し

て
み
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
完
成
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
予
想
額
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

一
般
会
計
補
正
予
算
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7
月
7
日	

広
報
委
員
会

7
月
14
日	

新
人
議
員
研
修
（
山
本
議
員
、
細
川
議
員
、
棒
引

議
員
）

7
月
16
日	

広
報
委
員
会	

7
月
19
日	

紀
南
病
院
組
合
議
会
臨
時
会
（
正
副
議
長
）

7
月
20
日	

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会（
山

本
議
員
、
真
造
議
員
、
出
口
議
員
）、
紀
南
環

境
広
域
施
設
組
合
例
月
出
納
検
査
（
議
長
）

7
月
21
日	

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
、
全
員
協
議
会
、
紀

南
地
区
海
上
安
全
対
策
協
議
会
総
会
（
議
長
）

7
月
27
日	

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
定
例
会
（
議
長
）、
田
辺
市
周
辺
衛

生
施
設
組
合
議
会
例
月
出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

8
月
3
日	

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

（
正
副
議
長
）

8
月
17
日	

会
計
決
算
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
18
日	

会
計
決
算
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
20
日	

会
計
決
算
監
査
（
下
村
議
員
）

8
月
24
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月
出
納
検
査
（
議
長
）

8
月
25
日	

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、
田
辺
市
周
辺
衛

生
施
設
組
合
議
会
例
月
出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

8
月
27
日	

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定

例
会
（
谷
本
議
員
）、
日
高
広
域
消
防
事
務

組
合
（
井
口
議
員
）

9
月
1
日	

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
開
会
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

9
月
6
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
8
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
9
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
13
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
17
日	

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
閉
会
、
広
報
委
員
会

9
月
27
日	

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）

9
月
29
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
定
例
会
（
正
副
議
長
）	

一 般 質 問
7人の議員が登壇

議
会
の
動
き

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

登壇順で掲載しています。
ページ 質 問 者 と 質 問 内 容

Ｐ10 谷本　吉弘　議員
①	 時代背景・経済情勢に応じた行政運営を

Ｐ11 棒引　清　議員
①	 遊休町有地の有効活用を

Ｐ12 出口　晴夫　議員
①	 コロナ感染症拡大に備えて、オンライン授業の導入を

Ｐ13
山本　秀平　議員
①	 自治体におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
の推進について

②	 行政手続きにおける押印見直しについて

Ｐ14
池田　三千留　議員
①	 粗大ごみ拠点回収中止と、それに係る課題等について
②	 県主催の「紀州路クリーン大作戦」を基に、「みなべ町クリー
ン大作戦（仮）」の取り組みにつなげることはできないか

③	 コロナ禍での、みなべ町小中学校のオンライン授業について

Ｐ15
細川　安弘　議員
①	 ふるさと納税の取組について
②	 ふるさと住民票制度について

Ｐ16
真造　賢二　議員
①	 町も早急にゼロカーボンシティ宣言を
②	 SDGs 推進への本気度を問う
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一般質問

行　政 谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員

質問 時代背景・経済情勢に応じた行政運営を
答弁 時代の変化に対応できる形で進めていく

質
問　

平
成
27
年
３
月
議

会
で
、
み
な
べ
町
の
借
地

及
び
賃
借
料
に
つ
い
て
質

問
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
３
月
議
会
で
は
、
契
約

の
期
限
が
来
て
、
新
た
な

契
約
を
結
ぶ
賃
借
契
約
が

地
価
の
価
格
変
動
を
考
慮

せ
ず
、
そ
の
ま
ま
契
約
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
総
務

文
教
委
員
会
か
ら
、
み
な

れ
ば
事
業
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
致
し
方
の
な
い
苦
渋

の
選
択
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

地
権
者
か
ら
す
れ
ば
、

残
念
な
が
ら
土
地
神
話
は

崩
壊
し
価
格
は
数
分
の
１

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
に
、
防
災
施
設

の
建
設
に
当
た
り
借
地
の

提
案
が
あ
り
、
議
会
を
挙

げ
て
反
対
を
い
た
し
ま
し

た
。
今
の
経
済
情
勢
を
考

え
れ
ば
無
期
限
に
近
い
借

地
は
避
け
て
取
得
す
べ
き

だ
と
思
う
が
町
長
の
お
考

え
は
。

町
長　

平
成
27
年
３
月
時

点
で
の
借
地
は
、
９
ヶ

所
、
11
件
。
検
討
委
員
会

を
編
成
し
て
検
討
し
た
結

果
、
現
在
は
６
ヶ
所
８
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別

の
事
情
が
な
い
限
り
取
得

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
、

代
替
地
を
探
す
等
検
討
し

て
、
取
得
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

借
地
の
一
番
の

べ
町
の
借
地
に
関
す
る
申

入
れ
の
要
望
書
を
町
長
に

提
出
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
借
地
の
解
消
が

数
件
と
、
全
て
の
借
地
の

賃
借
料
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
同
意
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

借
地
契
約
を
結
ば
な
け

問
題
点
は
、
取
得
の
場
合

は
予
算
案
が
議
会
に
提
出

さ
れ
て
、
面
積
、
金
額
、

使
用
目
的
が
説
明
さ
れ
て
、

可
決
、
執
行
さ
れ
る
。
借

地
の
場
合
は
面
積
、
賃
借

料
、
使
用
目
的
ま
で
は
説

明
さ
れ
る
が
、
契
約
内
容

は
守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、

公
に
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

地
方
自
治
法
の
中
に
は

借
地
に
関
す
る
記
述
は
あ

り
ま
せ
ん
。
規
制
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
守
秘
義

務
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
部
分
の
財
政
支
出

の
不
透
明
性
が
、
後
々
の

憂
い
と
な
っ
て
く
る
と
思

う
が
、
町
長
の
お
考
え
は
。

町
長　

考
え
方
は
議
員
と

同
じ
で
す
が
、
守
秘
義
務

の
部
分
は
、
信
頼
関
係
に

基
づ
い
て
お
借
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
答
弁
で
き
な

い
透
明
化
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
極

力
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
見
直
し
を
し
な
が

ら
、
取
得
で
き
る
も
の
は

取
得
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

再
々
質
問　

こ
の
数
年
間

の
行
政
と
の
や
り
取
り
の

中
で
、
町
民
か
ら
聞
こ
え

て
き
た
の
が
、「
町
へ
は

売
る
よ
り
貸
し
た
ほ
う
が

得
や
で
」
と
、
そ
ん
な
言

葉
が
町
民
の
中
で
話
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
20
年
、
30
年

先
の
町
民
に
憂
い
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
、
借
地
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
借
地
を
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
，
町
長
の
お
考
え
は
。

町
長　

購
入
す
べ
き
も
の

は
購
入
す
る
の
が
基
本
。

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
場

合
は
借
地
に
な
る
か
と
思

う
。時

代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
形
で
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
不

透
明
な
部
分
は
極
力
透
明

化
で
き
る
形
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
購
入
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
引
き
渡
し
、
購
入
さ
れ

た
方
が
必
要
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
町
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
他
に
有

効
的
な
周
知
方
法
が
な
い

か
、
他
市
町
村
の
事
例
を

参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
有
地
の
一
般
公
募
で

の
売
却
に
つ
い
て
、
早
急

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

公
募
の
条
件
で
、

ア
パ
ー
ト
を
建
築
さ
れ
る

方
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

不
動
産
業
者
も
含
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

定
住
目
的
の
個
人

に
売
却
し
た
い
と
い
う
事

が
基
本
的
で
す
。
面
積
的

用
件
、
以
前
の
使
用
状
況

も
考
慮
し
、
不
動
産
業
者

も
含
め
て
の
公
募
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
み
な
べ

町
に
定
住
し
て
い
た
だ
く

よ
う
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

顔
写真
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一般質問

棒
ぼう

引
ひき

　 清
きよし

 議員

質問 遊休町有地の有効活用を
答弁 一般公募での売却について早急に進めたい

まちづくり

質
問　

就
業
・
通
学
者
の

移
動
状
況
を
見
る
と
、
隣

接
す
る
田
辺
市
と
の
移
動

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
わ

が
町
か
ら
の
通
勤
移
動
は

仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
が
、

結
果
、
転
出
と
な
ら
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
も
、
み
な

べ
町
に
定
住
を
希
望
す
る

若
い
世
代
・
子
育
て
世
代

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

宅
地
の
整
備
が
必
要
で
す
。

以
前
、
定
住
促
進
に
対

す
る
質
問
の
答
弁
に
お
い

て
、
宅
地
と
し
て
売
却
可

能
な
町
有
地
を
い
く
つ
か

挙
げ
ら
れ
、
公
募
に
よ
り

的
を
も
っ
た
行
政
財
産
以

外
で
町
が
所
有
す
る
財
産

で
す
。

そ
の
中
で
い
く
つ
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
売

却
と
い
う
選
択
肢
も
含
め

有
効
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
中
で
す
。

①
主
に
、
公
共
工
事
等
の

資
材
仮
置
き
場
・
現
場
事

務
所
設
置
な
ど
、
工
事
業

者
か
ら
工
事
期
間
中
に
利

用
し
た
い
と
の
問
い
合
わ

せ
は
ご
ざ
い
ま
す
。
宅
地

造
成
に
つ
い
て
、
ま
た
、

一
般
住
民
か
ら
の
町
有
地

利
活
用
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
最
近
で
は
ほ

と
ん
ど
聞
い
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
現
在
、
旧
う
め
２１

研
究
セ
ン
タ
ー
試
験
園
の

買
取
り
希
望
が
あ
り
、
年

度
内
に
公
募
出
来
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

②
宅
地
か
畑
か
、
用
件
で

変
わ
っ
て
く
る
が
、
住
宅

用
地
と
し
て
は
募
集
範
囲

は
町
内
外
を
問
わ
ず
定
住

売
却
で
き
れ
ば
と
話
さ
れ
、

こ
の
課
題
に
関
し
て
若
い

世
代
・
住
民
か
ら
の
提
案

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
投
げ

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

遊
休
町
有
地
を
有
効
活

用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

質
問
い
た
し
ま
す
。

町
長
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

①
町
有
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
住
民
・
事
業
者

等
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

は
あ
る
の
か
。

②
売
却
に
あ
た
り
、
公
募

枠
・
対
象
者
・
価
格
等

ど
の
よ
う
な
条
件
設
定

か
。

③
現
状
の
ま
ま
で
売
却
す

る
の
か
。

④
情
報
発
信
の
方
法
は
。

町
長　

町
の
財
産
は
、
行

政
財
産
と
普
通
財
産
に
分

類
さ
れ
、
普
通
財
産
と
は
、

学
校
や
庁
舎
な
ど
行
政
目

し
て
い
た
だ
け
る
方
、
ア

パ
ー
ト
を
建
築
さ
れ
る
方

等
広
く
募
集
し
た
い
。
農

地
で
は
今
後
も
農
地
と
し

て
活
用
い
た
だ
け
る
就
農

者
限
定
等
、
土
地
に
応
じ

た
募
集
に
な
る
。
基
本
的

に
、
購
入
さ
れ
た
後
の
活

用
方
法
は
、
関
係
法
令
に

沿
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

念
頭
に
、
条
件
設
定
を
し

た
い
。
価
格
に
つ
い
て
は

土
地
鑑
定
を
行
う
等
、
適

正
な
価
格
を
算
出
し
、
そ

の
額
を
予
定
価
格
と
し
て

入
札
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

③
基
本
的
に
は
現
状
の
ま

ま
引
き
渡
し
、
購
入
さ
れ

た
方
が
必
要
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
町
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
他
に
有

効
的
な
周
知
方
法
が
な
い

か
、
他
市
町
村
の
事
例
を

参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
有
地
の
一
般
公
募
で

の
売
却
に
つ
い
て
、
早
急

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

公
募
の
条
件
で
、

ア
パ
ー
ト
を
建
築
さ
れ
る

方
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

不
動
産
業
者
も
含
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

町
長　

定
住
目
的
の
個
人

に
売
却
し
た
い
と
い
う
事

が
基
本
的
で
す
。
面
積
的

用
件
、
以
前
の
使
用
状
況

も
考
慮
し
、
不
動
産
業
者

も
含
め
て
の
公
募
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
み
な
べ

町
に
定
住
し
て
い
た
だ
く

よ
う
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

顔
写真


町有地（元町営住宅跡地）

清川教員住宅跡地
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一般質問

教　育 出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質問 コロナに備えて、オンライン授業の導入を！
答弁 Wi-Fi ルーター導入など環境整備を進める

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
拡
大
を
受
け
て
、

臨
時
休
校
等
を
強
い
ら
れ

た
全
国
各
地
の
学
校
で
は
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
を
積

極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

は
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
な

が
ら
、
学
習
機
会
を
失
う

こ
と
無
く
、
学
力
の
向
上

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
一
日
も
早
く
「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
」
が
出
来

る
環
境
を
整
え
、
習
熟
度

を
高
め
る
た
め
に
も
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
子
供

え
て
い
ま
す
。

今
後
、
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ

ル
ー
タ
ー
の
補
助
申
請
や
、

町
の
予
算
措
置
な
ど
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

各
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
の
整
備
を
行
う
の
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
出
席
扱
い
」

に
つ
い
て
は
、
非
常
時
の

臨
時
休
業
ま
た
は
出
席
停

止
等
に
よ
り
、
や
む
を
得

ず
学
校
に
登
校
で
き
な
い

児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し
て

は
、
指
導
要
録
に
お
い
て

欠
席
日
数
と
し
て
記
録
し

な
い
事
に
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
判
断
で

現
時
点
で
は
出
席
扱
い
に

は
出
来
な
い

独
自
の
判
断
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
出
席
扱
い

と
す
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
が
、
本
町
は
今
後
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
質
を
高

め
る
努
力
は
し
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
文
科
省
の

判
断
か
ら
も
、
出
席
扱
い

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

達
に
開
放
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
」
に
係
る
費
用
負
担

へ
の
、
助
成
も
検
討
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

出
席
扱
い
は
出
来
な
い
か

さ
ら
に
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
を
希
望
し
た
子

ど
も
を
「
出
席
扱
い
」
に

出
来
な
い
か
と
い
う
事
で

す
。
教
育
長
の
見
解
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　

本
町
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
は
、
児
童
生
徒

同
士
の
や
り
取
り

の
難
し
さ
や
、
教

職
員
の
き
め
細
か

い
机
間
指
導
な
ど

が
出
来
ず
、
教
室

で
実
際
に
授
業
を

受
け
て
い
る
子
供

た
ち
と
同
じ
学
習

環
境
を
保
障
す
る

こ
と
は
、
現
時
点

で
は
難
し
い
と
考

考
え
て
い
ま
す
。

教
育
学
習
課
長　

通
信
回

線
が
な
い
ご
家
庭
へ
の

対
策
は
、
国
の
補
助
事
業

等
を
活
用
し
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
無
償
貸
与
を

考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
通
信
費
用
に

つ
い
て
は
、
他
の
ご
家
庭

負
担
と
の
公
平
性
を
保
つ

必
要
性
か
ら
、
負
担
を
お

願
い
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

再
質
問　

臨
時
休
業
等
は
、

現
時
点
で
欠
席
日
数
と
し

て
記
録
し
な
い
と
の
説
明

で
、
受
験
を
控
え
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
、
安
心
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
文
部
科
学
省

で
は
「
不
登
校
児
が
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
た

場
合
に
は
、
出
席
扱
い

に
」
と
の
通
達
も
あ
り
ま

す
。
各
基
準
も
今
の
時
代

に
合
っ
た
も
の
に
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

教
育
長　

町
内
に
は
、
不

登
校
児
や
適
応
指
導
教
室

へ
通
っ
て
い
る
子
供
た
ち

も
若
干
い
ま
す
。
そ
の
適

応
指
導
教
室
へ
通
っ
て
い

る
子
供
た
ち
が
登
校
、
登

園
し
た
場
合
に
は
、
今
ま

で
も
出
席
扱
い
と
し
て
い

ま
す
。　
　

ま
た
、
適
応
指
導
教
室

に
お
き
ま
し
て
は
、
各
学

校
の
各
教
科
の
担
当
者
が

出
向
い
て
の
出
前
授
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
た
必
要
な
と

き
に
は
、
時
代
に
合
っ
た

対
応
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一般質問

行　政
質問 自治体におけるDXの推進について
答弁 庁内のＤＸの推進体制を構築し、全庁的に

取り組む必要がある

山
やま

本
もと

秀
しゅう

平
へい

 議員

質
問　

Ｄ
Ｘ
と
は
、
単
な

る
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
作
業

の
効
率
化
を
目
指
す
も
の

で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生

活
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う

な
変
革
や
、
既
存
の
価
値

観
を
覆
す
技
術
の
革
新
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。　
　
　
　

　

Ｄ
Ｘ
の
例
と
し
ま
し
て
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
、
有
機
農
業
の
見

え
る
化
、
鳥
獣
害
被
害
の

軽
減
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

や
ア
プ
リ
の
利
用
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向

上
が
主
目
的
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
②
国
が
整
備
し
た

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
、
み

な
べ
町
は
、
平
成
２９
年
７

月
か
ら
子
育
て
関
係
の
手

続
き
を
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
子
育
て
関
係
以
外

の
手
続
き
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
内
部
人
材
の
育
成
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

短
期
間
に
即
戦
力
と
し
て

外
部
人
材
の
任
用
、
業
務

委
託
す
る
こ
と
が
現
実
的

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

住
民
票
等
の
コ

ン
ビ
ニ
で
の
自
動
交
付
に

つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
で

職
員
さ
ん
へ
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
設
置
や
各

課
へ
の
推
進
員
の
選
任
の

必
要
性
も
感
じ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
考
え
は
。

観
光
客
へ
の
多
言
語
対
応
、

観
光
地
の
混
雑
の
軽
減
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

お
い
て
、
様
々
な
課
題
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
制
度
や
組
織
の
在
り

方
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
合

わ
せ
て
変
革
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
①
町
の
Ｄ
Ｘ

に
つ
い
て
の
考
え
②
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
現
状
③
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｔ

人
材
の
取
り
合
い
に
な
る

こ
と
を
予
想
し
、
Ｉ
Ｔ
リ

テ
ラ
シ
ー
の
高

い
人
材
の
確
保

に
つ
い
て
。
以

上
３
点
、
考
え

を
お
聞
か
せ
願

い
ま
す
。

町
長　

①
庁
内

の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

体
制
を
構
築
し
、

全
庁
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い

ま
す
。
住
民

町
長　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
自

動
交
付
は
初
期
費
用
に

８
０
０
万
円
ほ
ど
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
年

１
２
０
万
円
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。
た
だ
、
お
金
が
か

か
る
か
ら
や
め
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
利
便
性

を
考
慮
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況

を
見
な
が
ら
、
前
向
き
に
、

導
入
時
期
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｄ
Ｘ
に
対
応
す
る

室
を
設
け
る
か
ま
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
の

制
度
を
利
用
し
な
が
ら
、

推
進
員
を
設
け
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
今
後
研
修
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　

国
は
民
間
か
ら
行

政
へ
の
約
１
５
，
０
０
０

の
手
続
き
の
う
ち
、
９
９
．

４
％
の
行
政
手
続
き
の
押

印
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

特
に
認
印
は
個
人
の
認
証

と
し
て
の
効
力
は
乏
し
く
、

１
０
０
％
廃
止
で
き
る
と

の
見
解
で
す
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

に
も
押
印
見
直
し
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

町
長　

国
の
法
令
に
基
づ

く
も
の
に
お
い
て
は
、
実

際
に
押
印
が
無
く
て
も
受

付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
独
自
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
現
在
抽
出

中
で
、
国
や
県
の
見
直
し

に
沿
っ
た
内
容
で
押
印
の

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

押
印
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
４
月
１
日
で
施

行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問 

行
政
手
続
き
の
押
印
見
直
し
の

考
え
、現
状
は

答
弁 

押
印
見
直
し
を
進
め
る

行 政

▲チャットボットの例
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一般質問

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員
質問 粗大ごみ拠点回収中止とそれに係る課題は
答弁 地域住民の生活環境からも中止にする

処理困難物の手数料の見直しを行う

環　境

質
問　

昨
年
１２
月
議
会
の

一
般
質
問
に
取
り
上
げ
た

粗
大
ご
み
拠
点
回
収
だ
が
、

今
年
か
ら
中
止
に
な
る
。

中
止
に
至
っ
た
理
由
と
経

緯
、
そ
れ
に
よ
っ
て
係
る

課
題
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
。

町
長　

粗
大
ご
み
の
中
に

小
物
類
や
複
合
品
な
ど
、

通
常
の
家
庭
ご
み
ま
で
持

ち
込
ま
れ
て
い
た
り
、
日

曜
日
と
い
う
こ
と
で
持
ち

込
み
が
集
中
し
道
路
で
車

両
が
渋
滞
し
、
近
隣
付
近

の
皆
様
方
に
交
通
面
な
ど

で
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
や
処

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
か
に

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

再
々
質
問　

山
内
の
持
ち

込
み
場
所
の
名
前
が
「
ご

み
焼
却
場
（
処
理
場
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
は
焼
却
を
し
て
い
な
い

の
に
「
焼
却
場
」
と
い
う

の
は
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。

町
民
の
方
か
ら
も
分
か
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
を
お

聞
き
す
る
。「
処
理
場
」

ま
た
は
「
処
分
場
」
と
統

一
し
、
名
称
の
見
直
し
が

で
き
な
い
も
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

名
称
に

つ
き
ま
し
て
は
、
も
と

も
と
焼
却
し
て
い
た
時
の

設
置
条
例
か
ら
の
こ
と
で
、

平
成
26
年
３
月
か
ら
焼
却

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

辺
も
踏
ま
え
て
名
称
の
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

理
困
難
物
は
、
山
内
の
ご

み
焼
却
場
へ
直
接
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
し
、
平

日
・
土
曜
も
利
用
で
き
ま

す
。
地
域
住
民
の
生
活
環

境
も
考
え
て
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
粗
大

ご
み
拠
点
回
収
は
不
法
投

棄
の
抑
制
の
一
環
で
行
っ

て
お
り
、
粗
大
ご
み
や
処

理
困
難
物
を
含
め
一
律
10

キ
ロ
当
た
り
１
０
０
円
の

手
数
料
で
し
た
。
処
理
困

難
物
の
拠
点
回
収
と
ご
み

処
理
場
で
の
手
数
料
の
違

い
を
今
後
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ

う
見
直
し
を
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

そ
も
そ
も
粗
大

ご
み
拠
点
回
収
は
不
法
投

棄
の
防
止
が
目
的
と
聞
く

が
、
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

近
隣
市

町
に
聞
い
て
み
る
と
拠

点
回
収
と
い
う
の
は
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ご
み
ク

質
問　
「
紀
州
路
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
は
、
和
歌
山

県
内
一
斉
に
年
１
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。
み
な
べ
で

は
８
月
２８
日
（
土
）
午
前

７
時
か
ら
主
要
な
道
路
の

清
掃
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
詳
細
が
分
か

り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ

り
、
説
明
を
求
め
た
い
。

取
り
組
み
は
、
い
つ
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
の
か
。
参

加
者
、
団
体
の
数
、
関
心

度
の
変
化
等
を
お
聞
き
し

た
い
。
ま
た
、町
の
美
化
・

環
境
・
防
災
に
繋
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
に
考
え
て

い
け
る
か
。

町
長　

８
月
１０
日
を
道
の

日
と
定
め
平
成
１６
年
に
県

の
呼
び
か
け
で
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
、
女
性

会
２０
名
、
建
設
業
界
か
ら

３０
名
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清

掃
等
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

役
場
職
員
１
０
０
名
程

度
、
一
般
参
加
数
名
が
参

加
者
で
す
。
別
に
活
動
さ

れ
て
い
る
地
区
に
対
し
て

は
大
変
あ
り
が
た
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。　

　

当
面
は
現
在
の
活
動
を

地
道
に
続
け
て
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
広
報
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

理
想
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
考
え
る
か

質
問 

「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」か
ら

繋
が
る
取
り
組
み
を

答
弁 

今
後
も
広
く
多
く
参
加
で
き
る
方
向
へ

行 政
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一般質問

くらし

質問 ふるさと納税をさらに魅力ある制度に
答弁 返礼品に漁業体験や梅とり体験も検討

細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

質
問　

①
ふ
る
さ
と
納
税

は
、「
ふ
る
さ
と
へ
の
恩

返
し
」
と
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
近
年
返
礼
品

な
ど
を
目
的
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
行
う
人
が
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
限

ら
れ
た
枠
の
中
で
税
金
の

奪
い
合
い
の
現
状
が
あ
り

ま
す
。
都
市
部
だ
け
で
は

な
く
地
方
で
も
税
収
が
大

幅
減
と
な
っ
た
自
治
体
が

あ
る
と
聞
き
ま
す
。　
　

　

他
の
自
治
体
に
寄
附
さ

れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
や
経

費
を
差
し
引
く
と
、
本
町

で
は
ど
れ
く
ら
い
の
収
益

と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

10
億
円
に
達
し
た
日
高
地

と
に
よ
っ
て
、
み
な
べ
町

の
町
民
税
は
減
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
金
額
の
75
％
分

は
交
付
税
で
入
っ
て
き
ま

す
。

②
返
礼
品
は
み
な
べ
町
の

特
産
品
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
の
特
産
品
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
県
内
他
市

町
村
の
特
産
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
他
の
市
町
村
と
比

べ
る
と
返
礼
品
の
数
が
少

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

海
産
物
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
気
に
注
文
が
増
え

た
場
合
、
さ
ば
き
切
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
よ
く
検
討
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
単
に
特
産
品
を
返
礼
品

と
す
る
の
で
は
な
く
、
み

な
べ
町
で
実
施
し
て
い
る

星
空
観
察
会
の
よ
う
な

「
体
験
型
ツ
ア
ー
」
を
含

め
、
各
課
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら「
漁
業
体
験
」

「
梅
と
り
体
験
」
も
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

方
の
あ
る
自
治
体
で
は

２
千
あ
ま
り
の
返
礼
品
を

揃
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税

で
増
収
を
図
る
た
め
に
も
、

み
な
べ
町
の
イ
セ
エ
ビ
、

シ
ラ
ス
等
の
海
産
物
を
加

え
る
な
ど
、
返
礼
品
の
数

や
内
容
を
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

③
国
は
「
ふ
る
さ
と
納
税

で
地
方
再
生
」
を
う
た
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
ふ
る

さ
と
納
税
を
推
進
し
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

増
収
を
図
り
、
魅
力
あ

る
制
度
に
す
る
た
め
に
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
の
取
り
組

み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
①
令
和
２
年
度
寄

附
額
９
，
０
０
６
万
円
、

町
民
が
他
の
市
町
村
に

寄
附
を
さ
れ
た
金
額
が

１
，
１
６
５
万
円
、
経
費

を
差
し
引
く
と
残
り
３
，

５
５
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
寄
附
を
さ
れ
た
こ

質
問　

交
流
人
口
や
関
係

人
口
を
増
や
し
、
み
な
べ

町
を
応
援
し
て
く
れ
る
町

外
の
方
と
の
つ
な
が
り
を

よ
り
深
め
る
た
め
に
、
ふ

る
さ
と
住
民
票
の
導
入
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

先
進
事
例
等
を
見

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
形
で
参

考
に
な
る
も
の
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

み
な
べ
町
の
長
期
総
合
計

画
を
組
む
際
に
、
町
内
の

方
だ
け
で
な
く
町
外
の

方
々
の
目
線
で
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
賜
る
機
会
も

で
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

に
も
ふ
る
さ
と
住
民
票
と

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

ん
な
方
に
来
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

ふ
る
さ
と
住
民
票
の
導
入
の
検
討
を

答
弁 

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

くらし

ふるさと住民票とは
ふるさと住民票は、民間の政策シンクタンク「構
想日本」が 2015 年に提唱したものです。
住民登録をしていなくても、自分の故郷やお気
に入りの地域に関心を持ってもらい、その人た
ちに第２の住民票を発行し、まちづくりに参加
してもらうことをねらいとしています。

返礼品コーナー
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

一般質問

環　境

質問 町も早急にゼロカーボンシティ宣言を
答弁 単独で宣言するか、広域かを検討

質
問　

地
球
温
暖
化
は
、

単
に
気
温
が
上
昇
す
る
だ

け
で
な
く
、
異
常
気
象
発

生
、
海
面
上
昇
、
伝
染
病

の
蔓
延
、
栽
培
作
物
の
変

化
等
、
将
来
に
わ
た
り
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
う
い
う
地
球
規
模
の
危

惧
か
ら
２
０
１
５
年
に
採

択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」

に
よ
り
、
脱
炭
素
化
は
世

界
共
通
の
目
標
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
も
２
０
２
０

年
に
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
、
２
０
５
０

で
の
宣
言
か
、
広
域
か
研

究
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
必

要
が
あ
れ
ば
宣
言
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
化
実
現
に
は
何

よ
り
も
町
民
の
皆
さ
ま
方

の
ご
協
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
一
人
一
人
が
環
境

へ
の
関
心
を
持
ち
、
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

み
な
べ
町
も
低
燃
費
車

の
導
入
、
使
用
電
力
の
抑

制
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
採
用
、

ゴ
ミ
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
置

換
等
に
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
具
体
策
で

脱
炭
素
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

脱
炭
素
化
の
実

現
に
は
、
町
民
や
企
業
の

方
々
と
の
協
働
が
な
く
し

て
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
ず
町
が

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
高
々
に
宣
言
し
、
町
の

進
む
べ
き
方
向
性
を
明
示

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
自
治
体
を
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
と
定
め
、

様
々
な
支
援
策
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
今
年
７
月
時

点
で
全
国
の
４
３
２
の
自

治
体
が
宣
言
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
那
智
勝
浦
町
だ

け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
中
が

脱
炭
素
化
に
取
り
組
み
始

め
た
今
こ
そ
、
町
も
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

宣
言
し
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
寄
与
し
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
が
地
方
自
治
体
の
責

務
で
は
。

町
長　

脱
炭
素
化

へ
は
県
や
国
の
方

針
に
従
い
、
宣
言

に
関
わ
ら
ず
取
組

む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

全
国
で
は
広
域

の
自
治
体
が
共
同

で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
単
独

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
一

つ
し
か
な
い
地
球
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
「
持
続
可

能
な
世
界
」
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
目
標
で
あ

り
、
世
界
農
業
遺
産
も
そ

の
一
つ
。
町
の
取
組
み
に

い
て
聞
き
た
い
。
①
職
員

の
研
修　

②
推
進
部
署　

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
④

小
中
学
校
で
の
授
業

町
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
主
要
施
策
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
紐
づ
け
し
て
い
ま
す
。

①
ウ
ェ
ブ
形
式
で
の
参
加

を
検
討　

②
総
務
課
を
主

体
に
各
課
か
ら
検
討
委
員

と
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
。

町
長　

町
民
、
企
業
と
の

協
働
は
重
要
で
、
行
政
が

率
先
し
て
模
範
を
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
旗
印
と

を
編
成　

③
す
ぐ
に
宣
言

は
無
理
だ
が
検
討

教
育
長　

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
は
全
小
中
学
校
で
、

各
教
科
や
総
合
学
習
、
道

徳
で
既
に
授
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
従
来

か
ら
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
を
育

む
教
育
）
や
エ
コ
ス
ク
ー

ル
の
取
組
み
が
継
続
さ
れ
、

現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
単

独
、
広
域
の
ど
ち
ら
が
良

い
か
研
究
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

質
問 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
本
気
度
を
問
う

答
弁 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠

行 政
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追跡調査

新運営協議会（コミュニ
ティースクール）は魅力
ある制度！
　まずは、学校運営協議会
の設置規則を制定して、積
極的に進めていきたい。

特別出産祝い金については、
コロナじゃなくても支給す
るのも一つの方法。少子化
対策の一つとして出産を奨
励し人口増の一助になれば
今すぐとはいかないが検討
したい。

　出産育児支援として、少子化対策も
視野に入れ「出産育児応援金」１０万
円が、令和３年 4 月から支給される
ことになった。

　町内の各小中学校が学校運営協議
会の設置規則を制定し、幅広い人材
による委員が選任され、学校長の強
いリーダーシップで運営がスタート
している。
　また、「学校だより」等で新スクー
ル制度の周知も進められている。

結果、こうなりました

令和3年第２回定例会 令和元年第４回定例会

新型コロナ対策として昨年度
行った「臨時特別出産祝い金」
を今年度も延長することはで
きないか。

問 早期にコミュニティースクー
ル制度の全校導入を！
保護者や地域住民の皆さんに
具体的な方向性を示すべき。

問

教育長町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査
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委員会レポート

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

本
町
で
は
３
月
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
各
学
校
に
納
入
さ
れ

ま
し
た
。
５
月
に
は
指
導
者
用

端
末
機
や
授
業
支
援
ソ
フ
ト
の

講
習
会
を
教
職
員
対
象
に
実
施

し
、
６
月
末
に
ロ
ー
カ
ル
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
（
学
校
か
ら
直
接

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
）
の

実
証
実
験
を
行
い
、
高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど

の
外
部
人
材
を
活
用
し
た
指
導

体
制
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
報
告
も
受
け
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
向
け
て
、

家
庭
で
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
、

ル
ー
タ
ー
等
の
貸
し
出
し
も
あ

る
の
で
、
家
庭
で
の
活
用
は
支

障
が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

研
修
や
研
究
を
通
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
や
教
材
、
ソ
フ

ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に

活
用
し
、
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

８
月
下
旬
か
ら
県
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

急
激
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
教
育
委
員
会

は
２
学
期
の
開
始
に
あ
た
り
各

家
庭
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
（
家
庭
に
お

け
る
健
康
観
察
等
）
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
出
席
停

止
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
書
面

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
や
、

感
染
者
等
に
対
す
る
人
権
侵
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
各
家
庭

に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各

学
校
で
も
指
導
を
徹
底
し
て
い

る
こ
と
の
報
告
も
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
状
況
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
出
ま
し
た
。
特
に
誹
謗
中
傷

な
ど
の
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
感
染
者
へ
の
配
慮
を
強

く
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

順
調
に
進
み
、
適
切
な
対
応
で

子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に
学

校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
切
に

願
う
と
こ
ろ
で
す
。

９月６日、学校等における新型コロナウイルス感染症対策と感染した場合の対応、
ＧＩＧＡスクール構想について、教育委員会から報告を受けました。

総務文教常任委員会 
委員会レポート

「GIGAスクール」とは
ＩＣＴ技術の社会への浸透に伴
って、教育現場でも先端技術の効
果的な活用が求められるようにな
りました。
児童生徒１人に、１台のコンピ
ューター（タブレット）と高速ネ
ットワークを整備する文部科学省
の取り組みです。
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委員会レポート

こ
の
工
事
で
は
、
国
の
地
方

創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
を
活

用
し
、
国
民
宿
舎
「
紀
州
路
み

な
べ
」
地
下
１
階
の
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
を
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
や
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
等
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

改
修
事
業
の
背
景

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
出
張
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
利
用
は
以
前
と
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
の
観
光

客
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
地
元
の

宴
会
等
が
激
減
し
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

国
民
宿
舎
は
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
、
温
泉
も
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
く
つ
ろ
げ
る
施
設
。
都
市

部
の
人
達
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
長
期
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
か
ら
、
関
係
人
口
の
創
出
、

企
業
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
け
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

改
修
後
の
ス
ペ
ー
ス

改
修
後
は
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
す
。

改修後



のスペー




ス

①
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
個
人

事
業
者
や
起
業
家
、
在
宅
勤
務

が
許
可
さ
れ
て
い
る
会
社
員
の

よ
う
に
、
場
所
の
縛
り
が
な
い

環
境
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に

よ
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
で
す
。

多
様
な
職
種
の
人
た
ち
が
、
ス

ペ
ー
ス
を
シ
ェ
ア
し
、
仕
事
を

す
る
こ
と
で
新
し
い
価
値
の
創

造
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

会
議
等
で
使
用
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
で
す
。

③
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

企
業
の
本
社
か
ら
離
れ

た
場
所
に
設
置
さ
れ
た
オ

フ
ィ
ス
の
こ
と
で
す
。
オ

フ
ィ
ス
の
所
在
地
を
変
え

る
、
も
し
く
は
増
や
す
こ

と
で
多
様
な
働
き
方
が
で

き
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
職

住
環
境
で
豊
か
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

予
算
額

予
算
額
は
国
民
宿
舎
改

修
事
業
費
と
し
て
、
１
，

９
４
６
万
５
，
０
０
０
円
。

内
訳
は
、
施
設
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
た
め
の
印

刷
製
本
費
30
万
円
、
設
計
監
理

業
務
委
託
料
２
６
０
万
７
，
０

０
０
円
、
工
事
請
負
費
１
，
３

９
７
万
円
、
椅
子
、
机
等
の
備

品
購
入
費
２
５
８
万
８
，
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。
地
方
創
生

テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
で
75
％
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金

で
20
％
の
補
助
が
あ
り
、
町
の

実
質
負
担
は
事
業
費
の
５
％
で

す
。

委
員
会
か
ら

宿
泊
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が

併
設
さ
れ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
利
便
性
は
高
く
、
ま

た
海
の
見
え
る
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
魅

力
あ
る
ス
ペ
ー
ス
へ
の
改
修
で

関
係
人
口
の
増
加
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
つ
な
が

っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

９月１日、国民宿舎「紀州路みなべ」改修工事について、
産業課から報告を受けました。

産業建設常任委員会
委員会レポート

ゲームコーナー

整備予定設計図
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読者との交流ページ

みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図るために町民の皆さん
の中から「議会広報モニター」を新たに募集しました。このほど、第６３号（令和３年８月発
行）について、アンケート調査を実施し、建設的な意見を頂きましたので、今回は、その一部
を紹介します。

議会広報モニターさんの意見をご紹介

定例会のあらまし内 「一般会計補正予算」
がとても分かりやすかったです。 具体的な
所では、 画像に付いてるキャプションがはっ
きりと見えて、 何の画像か分かりやすい。

注目予算のピックアップ項目が青色で統
一されていて、 理解しやすかったです。

少子化対策としての出産祝い金はこれか
らも交付してあげたらとても嬉しいと思います。

200 ㎡以上の農業用倉庫を建設予定があ
る方はこれから増えてくると思います。

近年、 農家で 6 次産業に取り組んでいる
方は実際に増えていて、 そうなるとこれまで
の倉庫以上に備蓄や加工場といった広い倉
庫が必要となってきます。 みなべ町で一番
の産業である梅を伸ばしていくには必ず必要
なことではないかと思いました。

毎年思うのですが、 終戦記念日のサイレ
ンは黙祷が終わるまで （1 分間） 鳴らしてい
て欲しい。

また 8 月 6 日、 9 日の原爆の投下された
日もサイレンを鳴らしたら町民が改めて平和
に対する思いを強くすると思います。

高齢化が進み、 運転事故も増えております。

みなべ町では道路の白線や一時停止線な
ど消えかけているところも多々あります。

観光等ではじめてみなべ町に遊びに来ら
れる方が線に気づかず事故につながる可
能性も無いとは言いきれません。

少しでも改善して頂けたらと思います。

町民の声も聞き入れ、 町政に色々と質問
して、 悪い所は、 直してより良い町にして頂
きたいです。

☆その他
初めてで何を書いたら良いのかわからなく

書いた事が的にあっているのかどうかわかり
ませんがこれから、 私もモニターとして色々
と勉強して行きたいと思います。
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◎須賀神社の歴史と建物
須賀神社は今から約千年前、一条天皇の時代に祇園祭で有名な京都・

八坂神社から祇園の宮を勧請（分霊を移す）して、南部荘の総鎮守とし
たのが始まりと伝えられています。
本殿は同じ形の３棟が横並びに建っており、右から第一殿、第二殿、

第三殿です。屋根は檜皮葺きで、塗装、彩色、彫刻、金具で飾られた優
美な外観を示しています。紀南地方における当時の本殿建築の特色を色
濃く残しており、昭和４３年に和歌山県の文化財に指定されました。
今回の修理を進めるなかで、約３００年前の享保４年に第一殿、5年

に第二殿、6年に第三殿が再建されたことが分かりました。
◎保存修理工事
檜皮葺きの屋根は２５～３５年周期で葺き直していくのが目安とさ

れています。前回の葺き替えは昭和６２年に行われており、それから３
４年が経過し、屋根の摩耗が進み、雨漏りの危険性がある状態でした。
外観の塗装や彩色は、明治３９年に塗り替え、描き直したという記録が
あり、昭和４３年頃にも部分的に修理されたようです。
今回の修理は県と町から補助金を受けて、令和３年から２年をかけ

て本殿３棟の屋根の葺き替え修理と塗装の修理を中心に、木部や金具の
破損した部分も補修していく計画です。修理後の各殿には防火設備も設
置する予定です。
解体作業に合わせて建物の実測や過去の修理の内容等も確認・記録

しながら、建物が内包する情報を整理しています。
前芝宮司よりひとこと「文化財を維持する事は決して簡単な事ではあり
ませんが、地域の皆様のご理解とご協力により、地域の財産を後世へ繋
ぐことができる事に只々感謝申し上げます。皆様の想いが、必ずや次世
代へと伝わり受け継がれてゆく事を心より願っています。」作　ウメたん

四 コ マ 漫 画

「脱ハンコ」編
▲第一殿の部材に残された
　「享保四年」の墨書

▲檜皮の解体作業、檜皮は竹釘で
　止めています

▲獏（左）と神社では珍しい亀（右）
の彫刻。古来より、海亀がこの
地の守り神だったのでしょうか。

工事完了予定は令和４年１２月

34年ぶりに『須賀神社本殿』の保存修理工事中です
のこんな事あんな事み な べ 町
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議
会
だ
よ
り
　み
な
べ
第
6
4
号
　
令
和
3
年
11
月
１
日
発
行

発
行
　
和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会

〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
Fax　

0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

12
月
定
例
会
の
日
程
は
未
定
で
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
議
会
事
務
局

ＨＰ
に
掲
載
し
ま
す
。

あ

と

が

き

出
身
地
：
大
阪
府
岸
和
田

現
在
の
お
住
ま
い
：
清
川

お
仕
事
：
山
本
農
園
（
清
川
）

よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
！

移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

里さ

と

村む

ら

修
し
ゅ
う

造ぞ

う

さ
ん

（
26
）

震
災
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
か
ら

　

21
歳
の
時
に
宮
城
県
で
震
災
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
出
会
っ
た
方
か
ら
、「
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
農
業
を
し
て
い
る
」
と
い

う
話
を
聞
い
て
、
農
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

農
業
の
や
り
が
い
、
梅
の
魅
力

　

今
ま
で
に
ぶ
ど
う
、
お
茶
、
柿
、
梅
の
収
穫
の
仕

事
を
経
験
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
作
物
を
友
人
に
あ

げ
た
と
き
に
、
喜
ば
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
そ
の
な
か
で
も
、
梅
が
す
ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
以
上
に
、
梅
が
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
、
梅
に
携
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
12
月
か
ら
清
川
の
山
本
農
園

さ
ん
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
梅
は
体

力
仕
事
な
の
で
、
若
い
う
ち
に
農
業
を
始
め
て
よ
か

っ
た
で
す
。

地
域
の
あ
た
た
か
み

　

地
域
の
方
々
に
空
き
家
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
空

き
家
を
貸
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
色
々
と
気
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
見

守
ら
れ
て
い
る
感
が
あ
り
、あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
友
人
も
い

る
の
で
す
が
、
住
居
が
な
け
れ
ば
来
づ
ら
い
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
た
ち
に
田
舎
暮
ら
し
の
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
よ
う
に
、
自
分
の
家
を
田
舎
暮
ら
し
に
興

味
あ
る
、
同
世
代
の
人
た
ち
の
拠
点
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
資
格
や
、
剪
定
の
技
術

な
ど
も
習
得
し
、
町
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

み
な
べ
町
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
会
期
中

に
立
ち
上
げ
て
、
3
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
議
を

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
9
月
の
会
期
中
に
審
議
す
る

こ
と
は
、
和
歌
山
県
内
で
も
き
わ
め
て
稀
（
ま
れ
）
な

こ
と
で
す
。
み
な
べ
町
は
4
年
ご
と
に
町
長
・
町
議
選

挙
が
9
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
ら
で

す
。今

期
も
議
長
と
監
査
委
員
1
名
を
除
く
全
議
員
一
人

ひ
と
り
が
み
な
べ
町
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
係
る

重
要
な
決
算
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
終
息
に
む
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
や
要
望
を
町
の

施
策
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

池
田
三
千
留


